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観月台公園に

カルガモおめみえ

'93
6 月

観 月台公園 の沼（３つあ る沼の うち北側 の

沼）に、カルガモ親子が姿を見せてくれまし

た。

９羽のひなは、やわらかい1二1差しのなかを

親カルガ モに付き従い。気持 ち良 さそ うに泳

いでい まし た。

や さしく見守 ってやりたい ものです。



国見町の人口推移
課題は

死
亡
数
を
下
回
る

出

生

数

最
近
、
出
生
数
か
死
亡

数
を
下

回

る
傾
向
に
転
じ
て

い
ま
す
。

図
１
で
わ
か
る
よ
う
に
、
年
間

の
死
亡
数

が
占
‥
人
前
後
で
推
移
し

て

い
る
の
に
対
し
、
出
生
数
は
、

平
成
元
年
以
降
百
人
を
下
回
っ
て

い
る

た
め
で
す
。

図
３
の
人
ロ
ピ
ラ

ミ

リ
ド
を
み

る
と
、
商
い
人
口
構

成
を
示
し
て

い
る
の
は
、
戦
後
の
ベ
ピ
ー
ブ
’
‘

ム
に
お
い
て
出

生
さ
れ
た
四
十
髞

前
後
。
そ
し
て

、
約
三

十
年
後

に

出
生
さ
れ
た
十
歳
前
後
で
す
。

こ
の
周
期
で
推
移
す

る
と
、
高

い
出
生
数
か
見
込
ま
れ

る
の
は
、

こ
れ
か
ら
十
年
後
と
な
り
、
し
ば

ら
く

は
、
低

い
出
生
数
か
続
き
そ

う
で
す
。

三
年
連
続

転
入
者
が
増
加

転
出
数
に
つ
い
て
は

、
年
間
三

百
人
前
後
で
推

移
し
て

い
ま
す
。

転
入
に
つ
い
て

は
、
こ
こ
三
午

増
加
し
続
け
て

い
ま
す
。

企
業
誘

致
に
よ
る
履
用
の
場
の

増
加

。
住
宅
団
地
の
分
譲
等
の
効

果
が
う
か
が
え
ま
す
。

人

口

は

横

ば

い

自
然
増
減
（
出

生
・
死
亡
）
で

は
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
阯

会

増
減
（
転
入
・
転
出
）
で
、
大

巾
な
人
口
の
減
少
を
く

い
止

め
て

い
ま

す
。

進

む

核

家

族

人

口
に
つ

い
て
は
。
横
ば
い
傾

向
に
あ
る
も
の
の
、
世
帯
数
に
つ

い
て
は
、
一
定
の
増
加
傾
向
を
示

し
て

い
ま
す
。

平
成
三
年
に
は
、
一

世
帯
当
り

の
人
口
は
、
四

人
以

ド
と
な
っ
て

い
ま
す
。

年

々
核
家
族
化
や
世
帯
人
員
の

小
数
化

に
よ
る
都
巾
化
の
進
行
が

み
ら

れ
ま
す

。

二

十
一
世

紀
に
は

四

人
に

一
人
が
高

齢
者

著
し
い
医
学
の
進
歩
と
、
食
生

活
の
改
善
に
よ
り
、
わ
か
国
に
お

い
て
は
、
既
に
平
均

寿
命
八

十
年

と
い
う
世
界
最
長
寿
国
と
な
り
、

二
十
一
世
紀

に
は
四

人
に
一
人
か

六
卜
五
歳

以
上

の
人
口
で
占

め
ら

れ
る
超
商
齢
社
会

に
到
達
す
る
と

い
わ
れ
て

い
ま
す
。

表

―
に
示
す
よ
う
に
国
見
町
に

お
い
て
も
、
昭
和
四
十
五
年
か
ら

図 １
年別出生・死亡数の推移

‐ 出生　･- ●一死亡

�昭和

61 年 �

昭 和62
￥ �

昭 和63

年 �

平 成

元 年 �

平 成

２ 年�

平 成

３ 年 �

平 成

４ 年

出 生 �11S �104 �H4 �96 �99 �85 �88

死 亡 �99 �108 �100 �114 �96 �111 �93

図 ２
年別転入・転出数の推移

一転入　 －･一転出

�昭和

61 年 �
昭 和62

年 �
昭 和63

年 �
平 成
元 年 �

平 成

２ 年 �

平 成

３ 年 �

平 成

４ 年

転入 �262 �288 �284 �225 �253 �290 �332

転出 �312 �270 �273 �289 �309 �Z88 �277

(賢料提供 企画商工課)



データでみる

現状と
平
成
二
年
ま
で
の
二
十
年
間
に

お

い
て
、
六
十
五
歳
以
上

の
高
齢
者

人
口
が

Ｉ
、
一
八
四
人
か
ら
平
成

二
年
の
二
、
〇
六
五
人
へ
と
人
幅

に
増
加
し
て
お
り
、
総
人
口
に
占

め
る
割
合

も
九
・

八
％

か
ら
十
七

・
四
％

に
達
し
て

い
ま
す
。

平
成
十
二
年
に
は
。
高
齢
者
数

は
二

、
五
九
四
人
、
高
齢
化
率
二

十
二
・
五
％

（
福
島
県
の
将
来
人

口
推
計

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
よ
り
推
計
）

と
ま
さ
に
四
人
に
一
人
か
高
齢
者

と
い
う
超
高
齢
化
社
会
に

近
づ
く

も
の
と
予
測
さ
れ
ま
す
。

高
齢
化
社
会
へ
の
対
応

現
在
、
町
に
お
い
て

「
活
力

あ

る
町

づ
く
り
」
　
一
快

適
で

住
み
よ

い
町

づ
く
り
』

『
安
心
し
て
暮

ら

せ
る
町

づ
く
り
』
「
将
来
の
国
見

町
を
担
う
人
材
育
成
」

『
町
民
総

参
加
の
町

づ
く
り
』

『
行
財
政
体

制
の
充
実

｀
を
柱
と
し
て
様
々
な

施
策
を
講
じ
て
お
り
ま
す
。

特
に
。
こ
れ
ま
で
社
会
を
支
え

て

こ
ら
れ
た
高
齢
者
の
皆
さ
ん
か
、

健
康
で

安
心
し
て
生
活

が
で
き
る
。

そ
し

て
。
人
生
八
十
年
時
代
に

ふ

さ
わ
し
い
新
し

い
社
会

シ
ス
テ
ム

の
構
築
が
急
務
と
な

っ
て

い
ま
す
。

町
で

は
。
「
国
見
町
老
人
保
継

福
祉
計
画
」
を
策
定
し
、
各
種
の

保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
整

備
目
標

等
を

定
め
て

い
ま
す
。

更
に
、
現
在
策
定
中
の
第
二
次

岡

見
町
振
興
計
画
の
中

に
も
、
高

齢
化
社
会
へ
の
対
応
策
か
盛
り
込

ま

れ
る
予
定
で
す
。

ゲートボールの練習を行うお年寄りの皆さん

図 ３

国見町人ロピラミッド

ｆ 成 ２ 年

（資料）「国勢調査（平成２年）」

表 １ 人口 構 成 と推 移
昭和45年

い 970年)

昭和50年

い 975年)

昭和55年

〔19X)年)

昭和60年

(19aS年)

半成２年

( 19 年)

総 人 口

(Ａ)
12.093 ﾛ . 928

.
 050

.
 010 .8 ｰ

世 帯 数 2,630 2.727 2.  3 2 , 873 2 . 947

40歳以上 4 .783 5.213 5 ､ 452 5 ､ 766 6. 幻 6

65歳以上

(Ｂ)
1.184 1  . 9 1 .574 1 .755 2.065

70歳以上 690 885 し 030 1 . 206 1､332

75歳以上 363 440 584 703 828

高齢化率
(以

9.8％ 11.6％ 13.1％ 14.6 %
.
 4 %

8.0% 9.2％ 10.5 % 11.9％ 14.3％

（資料）「国勢鯛査（昭和45年～平成２年）」



平
成
五
年
度

国
見
町
の
重
点
事
業

③

今
回
第
三
回
目
は
、
西
大
枝
字
王
壇
前
地
内
に
建
設
中
の
国
見

東
部
高
齢
者
等
活
性
化
セ
ン
タ
ー
（

大
枝
中
央
集
会
所
）
と
平
成

五
、
六
年
度
の
継
続
事
業
と
し
て
整
備
を
進
め
て
い
る
多
目
的
ホ

ー
ル
（
体
育
館
）
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

地
域
活
性
化
の

拠
点
づ
く
り

建
設
費
と
そ
の
財
源

国
見
東
部
高
齢
者
等
活
性
化
セ

ン
タ
ー
及
び
多

目
的

ホ
ー
ル
の
建

設
事
業
は
、
地
城
活
性
化
の
拠
点

づ
く
り
事
業

と
し
て

。
国
の
高
齢

化
地
城
農
村
活
性
化
モ

デ
ル
事
業

及
び
浄

化
セ
ン
タ
ー
関
連
周
辺
対

策
事
業

と
し
て

、
同
敷
地
内
に
。

そ
れ
ぞ
れ
平
成
四

、
五
年
度
と
平

成
五
、
六
年
度
の
継
続
事
業
と
し

て
整
備
を
進
め
て

い
る
も

の
で
す
。

こ
れ
ら
の
施

設
は
、
地

城
交
流

の
拠
点
づ
く
り
を
目
指
し
て
建
設

さ
れ
る
も
の
で

、
子
ど
も
か
ら

お

年
寄
り
ま
で
の
ふ
れ
あ
い
交
流
の

場
、
生
涯
学
習

の
場
、
レ
ク
リ

ェ

ー
シ
ョ
ン
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
場

と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

又
・
、
活
性
化
セ
ン
タ
ー
に
は
、

季
節
保
育
所
も
設
け
ら
れ
ま
す
。

国

見
東
部
高
齢
者
笳
活
性
化

セ

ン
タ
ー
は
、
農
業
構
造
改
善
事
業

と
し
て
、
国
、
県
の
袖
助
金

を
受

け
て
建
般
し
て
い
る
も

の
で
、
平

成
四
、
五
年
度
の
二
ヶ
年
事
業
で

実
施
さ
れ
ま
す
。

建
設
費
は
、

。
億
二
千
酉
十
五

万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
国
、

県
か
ら
四
千

百
七
十
六
万
六
千
円
か
補
助
さ
れ
、

残
り
の
八
千

九
百
三
十

八
万
四
千

円
を
町
で

負
担
す

る
も
の
で
す
。

多
目
的
ホ
ー
ル
の
建

設
は
、
平

成
五
。
六
年
度
の
継
統
事
楽
で
す
。

建
設
費
と
し
て
、

九
千
百
二
十

二
万
五
千
円
か

見
込
ま

れ
て

い
ま

す
。財

源

に
つ
き
ま
し
て
は
、
県
か

三
千

五
百
万
円
、
残
り

が
町
と
な

り
て

お
り
ま
す
。

建　 物　 の　 概　 要
・ 国見東部 高齢者等活性化センター

・建 築面積

・ 延床 面禎

・ 構　　 造

・ 工　　 期

512.72㎡

485.35㎡

鉄骨平屋建、金属成形瓦

着工　 平成 ５年１月13日

完成　 平成５年９月30日

■ 多目的ホール（体育館）

・建 築面磧　　42  師 ｰ

・搆　　 造　　 鉄骨造

広さの目安（バレーポールコート1面、ステージ〉

■建設 場所及び敷地面積

国.兒町大字■大枝字王壇 前地内　　6  .972㎡

間もなく完成する・ 見東廊高齢者等活性化センター

○
両
施
設
と
も
、
大
枝
地
城
活
性

化

の
拠
点
と
な
る
も
の
で
、
地
喊

の
茶

の
間

と
し
て
、
老
若
男
女
か

ふ
れ
あ
い
、
生
き
か

い
を
創
造
す

る
施
設
と
し
て
、
大

い
に
利
用
さ

れ
る
こ
と
か
期
待
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
建
物
の

デ
ザ
イ
ン
は
、

古

き
良
き
時
代
の
名
残
と
し
て
、

地

城
の
古

い
家
並
で
あ

り
た
養
蚕

住
宅
を
か
た
ど
っ
た
設
計

と
な
っ

て

い
ま
す
。

○
次
号
で
は
、
平

成
五
、
六
年
度

の
継
続

事
業
で
滝

山
地
区
に
建
設

を
予
定
し
て

お
り
ま
す
公
営
住
宅

建
設
事
業

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま

す
。



戸
籍
の
窓
口
は

こ
ち
ら
で
す

交
付
申
請
手
続
は

窓口の職員が綬切に応対します

役

場

庁

舎

正

面

玄

関

を

入

っ

て

す

ぐ

左

手

に

、

住

民

福

祉

課

住

民

係

か

あ

り

ま

す

。

ｔ
１
４
４
　

Ｌ
ｊ
１
４
儿

窓

口

で

は

、

戸

籍

謄

本

・

抄

本

。

除

籍

謄

本

、

抄

本

、

住

民

票

の

写

。

印

鑑

登

録

証

明

書

な

ど

の

交

付

を

行

っ

て

い

ま

す

。

玄

関

ホ

ー

ル

の

記

載

台

に

、

各

申

請

書

を

備

え

て

い

ま

す

。

よ

く

わ

か

ら

な

い

人

は

、

お

気

軽

に

窓

口

の

職

員

に

お

た

ず

ね

く

だ

さ

い

。

お

昼

休

み

時

間

も

窓

口

事

務

は

取

扱

っ

て

い

ま

す

。

交
付
を
受
け
る
も
の

に
よ

り
、

申
請
の
手
続
き
か
異
な

り
ま
す

の

で

ご
注
意
ぐ
だ
さ
い
。

飄
戸
籍
諦
抄
本
の
交
付

を
受
け
る

時
申
請
で
き
る
人
は
、
本
人
又

は

直
系
の
親
族
の
方
で
、

認
印

（
申

請
書
に
押
印
す
る
）
か

必
要
で
す
。

必
要
な
理
由
を
書

い
て
実
印
を

押
し

た
委
任
通
知
書
か
あ

れ
ば
、

前
記
以
外
の
人
に
も
交
付
す

る
こ

と
が
で
き
ま
す

。

－

住
民
票
の
写
し
の
交
付

を
受
け

る
時申

請
で

き
る
人
は
、
本
人
又
は

同
一
家
族

の
方
で
認
印

が
必
要
で

す
。前

記
以
外

の
人

が
申
請
す
る
時

は
。
委
任
通
知
書
か
必
要
で
す
。

■

印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付

を
受

け
る

時
「
印
鑑

登
録
証
」
（
緑
色
の
手

帳
様
式
の
も
の
）
を
持
参
し
て

申

請
し
て
も
ら
え
ば
、
誰
に
で

も
交

付
し
ま
す
。

「
印
鑑
登
録
証
」
の
持
参
か
な

け
れ
ば
、
ど
な
た
の
申
諦

に
も
絶

対
に
応
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。

『
印
鑑
登
録
証
』

は
、
印
鑑
届

を
し
た
時
に
お
渡
し

い
た
し
ま
す
。

○
そ
の
他
、
年
金
受
給
の

た
め
の

現
況
証
明
や
種
々
の
行
政
証
明
書

も
交
付

い
た
し
ま
す
の
で
。
必
要

に
応
じ
た
ず
ね
て
く
だ
さ

い
。

－

郵
便
請
求
も
で
き
ま
す

戸
籍

謄
抄
本
、
住
民
票
の
写
し
。

年
金
の

現
況

証
明
に
つ

い
て
は
。

前
記
の

要
件
を
満

た
せ
ば
郵
便
で

も
請
求
で
き
ま
す
。

藤
田
・
小
坂
郵
便
局
に
も
申
甜

書
か
匱

い
て
あ
り
ま
す

。

届
出
の
手
続
は

届
出
に

は
、
出
生
届
、
転
入
届
、

転
居
届
、
死
亡
届
、
婚
姻
届
、
転

出
届
、
印
鑑

登
録
等
が
あ
り
ま
す
。

下

表
に
記
載
の
こ
と
か

ら
に
注

意
を
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
届

出
の
手

続
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

種　　　　　 別 �届 出 期 間 � 持　　　　 参　　　　 す　　　　 る　　　　 も　　　　 の

出　　 生　　 届 �14

日 以 内 �

毋　 子　 手　 帳 ��

国 民 健 康

保　 険　 証

(関係の　

あ る方) ��

国 民 年 金 手 帳

(未加入の方は必要

あり ません) �は ん こ

転　　 人　　 届 ��転　 出　 証　 明　 書

転　　 居　　 届

死　　 亡　　 届 �７ 日 以 内

婚　　 姻　　 届 �早い方がよい �
戸　 籍　 抄　 本(

町内l二本紬を布しない方のみ)

転　　 出　　 届 �前 日 ま で

動 務先 の健 康 保

険 を や め た と き �14
日 以 内 �

会 社 離 職 証 明 書

勤務先の健康 保険

に 加入 し た と き ��
社　 会　 保　 険　 証

印　 鑑　 登　 録 �随　　　 時 �実　　印 �運転免許証等 ��※代理人のときは 、15日ぐらいかかり ます

※出生届 、転 入届、転出届 の届出期間14日以内とは、 それぞれ「出 生の日 から」「転入の日から」「転居の

日から」14 日以内です。

※印鑑登録 をする場合。本人であること を確認するのに 广運転免許証等j （写真がはってある身分証明書等）

が必要と なります。 それがない場合は、役場の職員に確認してもらうか、印鑑登録 をしている人に確認し

てもらうことになります。



基
本
健
康
診
査

終
　

わ
　

る

～
福
祉
バ
ス
も初

め
て

連
行
～

”
自
分
の
体
は
自
分
で
管
理

”

今
年
度

の
町

の
基
本
健
康
診
査
は
。

五
月
十
七
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で

の
十
日
間
に
わ
た
り
行
わ
れ
ま
し

た
。今

年
は
’

町
民
の
皆
さ
ん
の
便

宜
を
図
る

た
め
、
会

場
を
町
民
体

育
館
と
森
江
野
町
民
セ
ン
タ
ー
体

育
館
の
ニ
ケ
所
で
行
い
ま
し

た
。

ま
た
。
受
診
さ
れ
る
方
か
会
場

に
き
や
す

い
よ
う
に

、
初

め
て
福

祉
バ
ス
で

の
送
迎
も
行

い
ま
し

た
。

（
延
べ
で

百
七
卜
人
の
方
か
利
用
）

総
合

検
診
も
今
年
で
十

一
年
目

を
迎
え
ま
し

た
か
、
結
核
検
診
、

基
本
健

診
、
婦
人
健
診

の
受
診
率

は
、
昨
年

に
比

べ
わ
ず
か
な
か
ら

ダ
ウ
ン
し

ま
し

た
。

何
よ
り
も
大
切
な
の
は
、
病
気

の
早
期

発
見
、
早
期
治
療
で
す
。

年

に
一
贋
は
、
体
の
総
合
検
診
を

受
け

る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

槽祉バスで1簀抑を行う

基本鰉廈診査をうける皆さん

平成5年度 基本診査受診者数・受診率

�結核検診 �基 本 健 診 �婦 人 健 診

対 象 者（ 人） �5.217 �4.1  ﾊ �454

受 診 者（ 人） �2.985 �2.596 �150

受 診 率（％ ） �57.2(
 . 2 ) �62.2( 62.7 ) �33.

 O(

 37.0 )

受診率の（　〉内は昨年度

愛
の
献
血
に

8
6人
が
協
力

五
月
十
一
日
、
移
動
探
血
車
一

台

が
来
町
し
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

老
人
子

ど
も
室
を
会
場
と
し
た
、

成
分
献
血
（
オ

ー
プ
ン
採
血
）

と

セ

ヴ
ト
で
献
血
活
動

を
行
い
ま
し

た

。今
年
も
、
国
見
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク

ラ

ブ
か
ら
卵
千
二
百
個
、
福
鳥
信

用
金
庫
国
見
支
店
か
ら
ゆ
で
卵
二

百
個
、
国
見
町
薬
業
組
合

か
ら

栄

養
剤
百
五
十
本
の
協
力

を
い
た
だ

き
、
八
十
六
人
（
申
し

込
み
者
は

九
十
人
）
の
方
々
か
ら
献
血
の

ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
・

献
血
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

（
順
不
同
・

敬
称
略
）

一
印
の
方
は
四
〇
〇

㎡
協
力
者
で
す

《
一

般

協

力
》

鈴
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子
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池
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久
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治
郎

安
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阿
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幸
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浅
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孝
保

奥
山
　
忠
節

菊
地
　

紗
織

高
橋
　
睦
子

（

仙

台

ス

ト

ッ

キ

ン

グ

㈱

国

見

工

鳩

》

市

山

カ

ツ

ェ

《

国

見

ガ

ス

住

宅

設

備

》

高
機
　

貴
夫

佐
藤
　

藤
彦

・

鈴
木
　

廣
茂

八
巻
千
代
子

・

石
幡
　
　

徹

（

東

栄
一

機
》

佐
藤
　

リ
ッ

・

吾
妻
　

幸
子

《
㈱

安

藤

建
股

》

佐
藤
　

周
明

●
三
浦
　

博

菊
地
　
信
夫

渡
辺
　
嶌
範

《
国

見

町

農
協

》

佐
藤
　

長
一

菅
野
菁
一
郎

（
国

見
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
》

本
田
　

桂
子

後
藤
　

忠
男

《
国

見
町
商
工
会
》

樋

口
　
久
弥

木
村
真
由
美

佐
藤
　

善
一

・

渡
辺
　

勝
弘

《
国
見
町
社
会
福
祉
協
議
会
》

松
浦
　

郁
子

荒
　
　

洋
子

《
国

見

町

役
場

）

安
藤
　

幸
江

ぶ

田
　

吉

夫

小

西
　

春

彦

・

村

上
　

幸

罕

菊

地
　

富
子

佐

藤
　

和

夫

安

田
　

博
一
二

一

羽

根

田
孝

司

・

安
藤
　

充
輝

後
藤
　

浩
子

大
津
　

香
織

蓬
田
　

恭
子

佐
藤
　

光
男

・

渡
辺
　

和
己

斎
藤

忠

】

・

谷
津
　

富
夫

〔
成

分

献

血
〕

《
一

般

協

力

》

平
舘
　
　

浩

斎
藤
　

松
男

高
橋
　
勝
美

阿
部
　
洋

．

木
村
　
隆
弘

佐
藤
ひ
ろ
み

斎
藤
　
規
雄

《
コ
ー
プ
マ

ー
ト
国
見
〉

半
沢
ア
サ
？

斎
藤
笑
枝
子

本
間
　
　
都

《
東

栄
電
機
》

佐
藤
　

幸
輔

《
公
立
藤
田
総
合
病
院
〉

小
林
　

幸
夫

（
国
見
町
商
工
会
》

鑓
水
　

正
春

佐
久
間
尚

子

占
田
と
き
子

《
国

見

町

役

場

》

八
巻
　
忠

義

松
浦
　

幸
雄

菅
原
　
文

子

後
藤
登
笑
子

武
田
　

幹
夫

宍
戸
　
浩
寿

引
地
　
由
則

鈴
木
　
哲
也

遠
藤
　
喜
正

菅
野
　
信
朗

松
浦
　
昭
一

武
田
　
正
裕

成分献血に協力される皆さん



６
月
は

土
砂
災
害
防
止
月
間
で
す

み

ん
な
で

防
ご
う
土

砂
災
害

一
瞬
の
う
ち
に
家
や
田
畑

を
破

壊
し
、
人
の
命
を
奪
う
こ

と
さ
え

あ
る
土
砂
災
害
。
そ
れ
は
集
中
豪

雨
や
地
震

が
引
き
金
と
な
っ
て
起

こ
り
、
毎
年
の
よ
う

に
多
く

の
不

幸
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す

。

わ
た
し
た
ち
の
国
土
の
約
八
割

が
山
地

や
丘
陵
地
、
台
地
と

い
う

こ
と
も
あ
り
、
土
砂
災
害
危
険
地

城
が
全
国
に
約
十
六
万
箇
所
も
あ

り
ま
す
。
自
然
災
害
の
う
ち
。
土

砂
災
害
が
六
剤
以
上

を
占

め
る
と

い
う
の
も
う
な
ず
け
ま
す

。

こ
の
よ
う
に
、
悲
惨

な
災
稗
か

ら
人
命
、
財
産
を
守
る
た
め
に
、

土
砂
災
害
に
対
す
る
町
民
の
皆

さ

ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願

い

し
ま
す
。

土
砂
災
害
は
、
地

面
の
崩
れ
方

で
大
き
く
三
つ
の

パ
タ
ー
ン
に
分

け
ら
れ
ま
す
。

土
石
流
‐：
大
量
の
土

砂
、
が
れ

き
な
ど

が
集
中
豪
雨
な
ど
に
よ

る
大
最
の
水
と
混
じ
り
合

っ
て

、

津
波
の
よ
う
に
流
れ
下

る
。

地
す

べ
り
…
粘
上
な
ど
の
す
べ

り
や
す

い
面
を
境
と
し
て

、
面

の
上
側
の
地
面
か
そ
っ
く
り
動

き
出
し

、
ゆ
っ
く
り
す
べ
り
落

ち
る
。

急
傾
斜
地
崩
壊
…
大
雨

や
地
震

に
よ
っ
て
、
急
な
創
面
か
突
然

く
ず
れ
落
ち
る
。

こ
れ
ら
の
危
険
箇
所

の
近
く
に

住
ん
で

い
る
皆
さ
ん
は
、
梅
雨

や

集
中
豪
雨
の
と
き
は
、
ふ
だ
ん
か

ら
家
族
で
避
雛
路
や
避
難
場
所

を

話
し
合

い
、

〃
危
な
い
”
と
思
・

た
ら
早

め
に
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

７ 月４ 日

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
俄

で
河
川
を
き
れ
い
に

毎
年
七
月
は
ｆ
河
川
愛
護
月

間
』

で
す
。

町
で
は
、
ふ
る
さ
と
の
斃
し

い

河
川
を
守
る
た
め
、
町
内
を
流
れ

る
普
祓
川
・
滝
川
・
牛
沢
川
・
佐

久
関
川
を
は
じ
め
そ

の
他
の
中
小

河
川
を
対
象
に
。
全
町
一
斉

に
今

年
も
河
川
の
ク
リ
ー
ン
ア

ッ
プ
作

戦
を
展
開
し
ま
す
。
美
化
作
業
は
、

河
川
敷
な
ど
に
投
棄

さ
れ
た
空
カ

ン
、
空

ビ
ン
、
廃
ビ
ニ
ー
ル
な

ど

の
回
収
、
除
去
及
び
雑

木
雑
草
の

刈
り
払

い
を
行
い
ま
す

。

町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お

願

い
し
ま
す
。

▼
実
施
期
日
…
・
７
月
４

日
（
日
）

▼
問
い
合
わ
せ

建
設
課
管
理
係

雲
叙
2
1
1
1
内
線
２
４
２

農
業
委
員
会
委
員
の

選
挙
の
お
知
ら
せ

任
期
満
了
に
伴
い
国
見
町
農
業

委
員
会
委
貝
一
般
選
挙
が
執
行

さ

れ
ま
す
。

告
示
日
　

七
月
六
日
関

投
票
日
　

七
月
十
一
日
襾

詳
し

い
こ
と
は
、
国
見
町
農
業

委
員
会
事
務
局
に
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

魯
醇
2
1
1
1
　

内

線
２
７
０

国見町職員(大学卒程度)募集中

申し込み受付は６月30日まで

問い合わせ　国見町役場総務課庶務係

( 85 )　 内線121

町税などの納付金は

便利な口座振替を

利 用し ましょう，

文
化
団
体
紹
介

国
見
ダ
ン
ス
愛
好
会

毎
週
水
曜
日
、
午
後
七
時
三
十

分

に
な
る
と
、
町
公
民
館
講
堂

に

は
、
思

い
思

い
の
衣
装
を
ま
と
っ

た
国
見

ダ
ン
ス
愛
好

会
員
か
集
ま

り
、
ル
ン
バ
、
ブ
ル
ー
ス
、
ワ

ル

ツ
、
タ
ン
ゴ
等
十
種
類
程
の
ダ
ン

ス
を
練
習
し
て

い
ま
す
。

国
見

ダ
ン
ス
愛
好
会
は
、
十
数

年
前
町
公
民
館
か
鬨
催
し
た
社

交

ダ
ン
ス
教
室

が
き
っ
か
け
で
で

き

ま
し

た
。

当
時

、
社
交

ダ
ン
ス
教
室
の
講

師
を
務
め
た
黒
羽
唯
一

さ
ん
（
福

島
市
鎌

田
字
中

家
八
）
か
、
現
在

も
愛
好
会
の
指
導
に
当

た

り
て

い

ま
す
。

会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
も

’丁
寧

に
教
え
て
く
れ
る
。
一

と
慕
わ
れ

て

い
ま
す
。

会
員
四
十
五
名
を
ま
と
め
る
会

長
の
佐
藤
正
則
さ
ん
（
森
山
字
上

野
台
．
Ｔ

三
十
）
は
、

’
技
術
優

先
か
楽
し
み
優
先
か
で
悩
む
こ
と

も
あ
る
が
、
誰
で
も
楽
し
め
る
よ

う
な
会

に
し

た
い
。
』
と
控
え

め

に
話
す
。

又
、
「
広
い
講
堂
を
練
習
に
使

え
て

た
い
へ
ん
幸
せ
で
す

。
文
化

セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
た
ら

、
ダ
ン

ス
パ
ー
テ
ィ
ー
を
や
っ
て
み
た
こ

と
額
に
汗
し
た
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ

て
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。

畤がたつのも忘れて練習に励む会員の皆さλ



お
　

知
　

ら
　

せ

ご

存

じ

で

す

か

高
齢
運
転
者
講
習
制
度

～

運
転
能
力
の
再
点
検
を
～

「
標
識
を
見
落
と
す
」
『
と

っ

さ
の
動
作
か
で

き
な
い
』
『
合
図

や
動
作
か
遅
れ
る
』
こ

ん
な
経
験

を
お
持
ち
の
高
齢

運
転
者
の
方
は
、

高
齢
運
転
者

講
習

を
受
け
て
み
て

は
い
か
か
で
す
か

。

最
近
の
交
通
事
故
の
実
態
を
み

て
み
ま
す
と
、
六

十
五
歳
以
上
の

高
齢
運
転
者

の
方

が
起
こ
し

た
事

故
が
急
激
に
増
加
し
て

い
ま
す
。

事
故
の
原
因
は
、
判
断
の
誤
り

や
運
転

操
作

の
遅

れ
に
よ
る
も
の

が
大
部
分
を
占

め
て

い
ま
す
。

こ

れ
ら
の
事
故
を
防
止
し
て

い

く

た
め
に
は
、
高
齢

運
転
者
の
方

が
自
分
自
身

の
身
体
機
能
を
理
解

し

、
基

本
的
な
運
転
技
術
を
再
確

認
す
る
こ
と
か
大
切
で
す
。

こ

の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
警
察

で

は
。
本
年
度
か
ら
六
十
五
歳
以

上

の
運
転
免
許
を
持

っ
て
い
る
方

を
対
象

に
、
無
料
で
受
講
で
き
る

高
齢
運
転
者
講
習

制
度
を
実
施
し

て

い
ま
す
。

高
齢
運
転
者
の
方
が
、
こ
の
制

度
を
利
用
す
る
と
、
三
年

に
一

度

の
免
許
更
新
時
に
県
内
の
指
定
自

動
車
教
習
所
に
お
い
て

。
自
分
自

身
の
身
体
機
能
や
退
転
能
力
を
チ

ェ
ッ
ク
す
る
こ

と
か
で
き
る
と
と

も
に
、
基

本
的
な
運
転
技
術
に
つ

い
て
指
導
員

か
ら
講
習
を
受
け
る

こ
と
が
で

き
ま
す

。

■

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

・
桑
折
警
察
署

晶
2
1
5
1

四
十
五
年
を
迎
え
た

検
察
審
査
会

交
通
事
故
な
ど
の
被
害
に
あ
っ

て
警
察
や
検
察
庁
に
訴
え

た
か

、

検
察
官

が
そ
の
事
件
を
起
訴
し
て

く
れ
な

い
。

こ
の
よ
う
な
場
合

に
、
そ
の
不

起
訴
の
処
分
か
正
し

い
か

ど
う
か

を
審
査
す
る
の
が
検
察
審
査
会
で

す
。こ

の
審
査
は
、
選
挙
権
を
有
す

る
一
般
国
民
の
中
か
ら
「
く
じ
」

で
選
ば
れ
た
十
一
人
の
審
査
員
が

行
い
ま
す
。

こ
の
よ
う

な
検
察
審
査
会
制
度

も
七
月

卜
二

日
で
四
十
五
周
年
を

迎
え
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
間

、
国
民
の
代
表
と
し
て

約
四
十
万
人

の
方

が
選
ぱ
れ
、
検

察
審
査
会
で
活
躍
し
て

い
た
だ
き

ま
し
た
。

こ
う
し
た
検
察
審
査
会
の
制
度

活
動
に
つ

い
て
更
に
詳
し
く

知
り

た
い
方
は
。
福
島
検
察
審
査
会
事

務
局
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

な
お
、
検
察
審
査
会
事
務
局
で

は
、
検
察
審
査
会
の
役
割
を
紹
介

し
た

ビ
デ
オ
映
画
「
真
実
を
求

め

て
　

検
察
審
査
会

の
役
割
」
を
貸

し
出
し
て

い
ま
す

。

■

問
い
合
わ
せ

福
島
検
察
審
査
会
事
務
局

雪
劭
2
1
5
6
　内
線
２
７
４

ふ
る
さ
と
寄
附
金
控
除

多
極
分
散
型
国
土
の
形

成
を
図

る
た
め
に
は

。
個
性
豊
か
な
魅
力

あ
る
地
域

づ
く
り
か
各
地
で
必
要

で

す
。

各
地
域

が
自

主
的
・
主
体
的
な

地
城
づ
く
り

の
た
め
の
各
種
施
策

を
推
進
す
る

に
当

た
っ
て
、
住
民

の
地
方
公
共

団
体
へ
の
寄
附
は
、

住
民
の
地
域

づ
く
り
へ
の
参
加
意

謙
を
高
め
る
と
と
も
に
、
住
民
と

地
方
公
共
団

体
と
の
協
力

・
連
携

に
よ

る
地
域

づ
く
り
を
推
進
す
る

こ
と
に
つ

な
が
る
も
の
で
す
。

こ

の
よ
う
な
趣
旨
か
ら
。
地
方

公
共
団
体
か

ふ
る
さ
と
創
生
関
連

施
策

を
は
じ
め
と
す
る
地
城
振
興

事
業
を
積
極
的
に
展
聞
で
き
る
よ

う
、
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
（
平
成
五
年
法

律
第
四

号
）
及

び
地
方
税
法
施
行
令
の
一

部
を

改
正
す
る
政
令
（
平
成
五
年

政
令
第

七
九
号
）
に
よ
り
、
平
成

六
年
度
分
の
個
人
住
民
税
か
ら
、

都
道
府
県

、
市
町
村
又
は
特
別
区

に
対
す
る
寄
附
金
に
つ
い
て
、
所

得
控
除
を
行

い
、
平
成
五
年
一
月

一
日
以
後
に
支
出
す
る
寄
附
に
つ

い
て
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し

た
。

■

詳
し
い
こ

と
は

・
福
島
県
総
務
部
地
方
課
行
政
係

登
剛
7
0
5
7

試
験
案
内

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
技
師

▽
賦
験
の

資
格

第
三
級
ア

マ
チ

ュ
ア
無
線
技
士

第
四
級
ア

マ
チ

ュ
ア
無
線
技
士

▽
賦
験
申
繍
書
の
受
付

期
間

七
月

】
日
南
か
ら
七
月
二
十
日
…凶

（
当
日
消
印
有
効
）

▽
試
験
日

第
三
級
　

九
月
八
日
哨

第
四
級
　

九
月
七
日
脚

及
び
八
日

…困
の
う
ち
指
定
す
る
日

▽
試
験
地

郡
山
市
（
郡
山
市
民
文
化
セ

ン
タ

ー
）

▽
賦
験
手
敗
料
（

郵
送
料
込

み
）

二
、
七
六
二
円

■

問
い
合
わ
せ

・
財
日

本
無
線
協
会
東
北
支
部

尋
９
８
０
　

仙
台
市
青
葉
区
五
檎

２
－

４
－

２
　

郵
政
弘
済
会
五
橘

ピ
ル

霖
０
２
２
（
２
２
１
）
4
1
4
6

交通事故のご相談は

お気軽に

社団法人　 日本損害保険協会

福島自動車保険請求相談センター
●霍曙のご櫓談もお受けします

霽 45  ｰ 21  ｰ 12 ( 直通)

柵鳥市栄li皿-21 住友生●櫑鳥ピル５錯

襦鳥調重搴眄所内 袁(Ｓ６－23 －３･71

ゆとりこそ

無事故につながる

道しるべ



届
け
出
は
速
や
か
に

◆

二
つ
以
上
の
年
金
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き

国
民
年
金
や
厚
生
年
金

等
の
公

的
年
金
は
、
原
則

と
し
て

「
一
人

一
年
金
」
で
す
。

二
つ
以
上

の
年
金
を
受
給
す
る

権
利
か
発
生
し
た
時
は
、
本
人

が

ど
ち
ら
か
有
利

な
方
を
選

ぶ
こ
と

に
な
り
届
け
出
も
必
要
と
な
り
ま

す
。

◆

年
金
受
給
者
が
死
亡
し
た

と

き年
金
を
受
け
て

い
る
方

が
死
亡

し
た
と
き
は
、
遺
族
の
方
は

「
年

金
受
給
権
者
死
亡
届
」
を
提
出
し

な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
届
け
出
か
遅
れ
て
年
金

に

過
払

い
か
発
生
す
る
と
。
あ

と
で

遺
族
の
方
か
ら
年
金
を

返
納
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で

、

死
亡
の
届
け
出
は
速
や
か
に
行

っ

て
く
だ
さ

い
・

■
問
い
合
わ
せ

・
住
民
福
祉
課
年
金
係

一
弱
2
1
1
1
　
内
線
１
３
５

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

ハ

エ

な

ど

の

大
量
発
生
防
止

今
年
も
梅
雨
期
か
ら
夏
場
を
迎

え
、
環
境
浄
化
不
備
に
よ
る
（

エ

な

ど
の
大
量
発
生
が
予
想

さ
れ
る

時
期
に
な
り
ま
し

た
。

既
に
、
数
件
の
苦
情
も
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
対
策
に
つ
い
て
は
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
一
層
の
ご
協
力

を
お
願

い
し
ま
す
。

特
に
。
家
畜
な

ど
の
し
尿
、
た

い
肥
の
管
理

に
つ
い
て
は
、
万
全

の
対
策
を
期

さ
れ
ま
す
よ
う
。

ご

協
力
と
ご
理
解
を

お
願

い
し
ま
す
。

■

問
い
合
わ
せ

・
保
健

課
保
健

衛
生
係

一

剪
2
1
1
1
　
内
線
１
４
１

募

集

し

ま

す

高
校
生
の
税
の
作
文

国
税
庁
を
は
じ
め
国
税
局
、
税

務
署
で

は
。
全
国
の
高
校
生
の
皆

さ
ん
か
ら
税
に
関
す
る
作
文
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

▽
応
募
資
格
　

高
校
生

▽
テ
ー
マ

税
に
つ
い
て
、
日
ご
ろ
考
え
て

い
る
こ
と
や
意
見
な
ど
、
税
に
関

す
る
こ
と
で
あ
れ
ば
何
で

も
結
構

で
す
。

▽
応
募
敗

一
人
一
編
、
三
千
字
以
内

▽
締
め

切
り

九
月
十
日
（
金
）

■
問
い
合
わ
せ

・
福
島
税
務
所

韲
伽
3
1
2
1

戸籍の窓口
( ５月受付分)

出生おめでとうございます

子 の 名　 保凄者　　町内会

濘 峡(じゅんや)佐藤　 修 上　 野

智 戝(と も や)飯澤 康久 富 町 北

翔( し ょ う)渡辺 騁弘 大 町 南

達 哉(た っ や)松浦 秋男 築　 舘

笑 穗(み　 ほ)宍戸 克巳　第　 一

拓 餓(た く や)阿部　 亨 大 木 戸

沙緒梨(さ お り)遼藤 信雄 光 明 寺

結婚おめで とうござ います

氏　　 名

佐 藤 弘 保
大 場 明 子

古 田 幹 男
浅 野 悦 子

岸　　嫡 誥
神 野 美和子

町内会
貝　 田

白 石41

第　 四
桑折 町

滝　 山
保原 町

おくやみ申しあげます

氏　　 名　　　年齢　　 町内会

桂 鳥 夕 ヶ　　71　　 大 町 北

菊 田　六太郎　　75　　 錦　 町

圃 分 昭 子　　61　　 錦　 町

輙 藤 ナヲ子　　80　　 石毋田東

蓬 田 市 郎　　78　　 宮 町 南

阿 部 辰 三　　88　　 大 木 戸

今 野 松之助　　69　　 板　 擒

佐 ● 忠兵衛　　71　　 石毋田表

渡 邊 茂 古　　75　　 泉 田 下

人 口 と 世 帯
６月1 一日現在(前月比)５月中のうごき

人
　
　

口

･男5 人（－８）

一女6 人（－１）

冊11,862人（－９）

世帯数3  , 1戸（土Ｏ）

転 入　18人

転 出25 人

出　生　７人

死　亡　９人

６月 水無月（みなづき）

釦日（剛 父の日

日 瓢 用 夏 至

ハンセン病を正しく

理解する週鬨｛～z7日3

日 (  用 質 易記念日

７月 文月（ ふみづき）

lil 休 ）国民安 全の 日

２ 日（金） 半夏生

7 11 （水） 七 夕

東京サ ミッ ｝I（～9 日）

14  日【水】 検疫記念11

心配ごと相談日
場 所 ： 役場 二陪 相 談 室 （亶●入口からお入り下さい）

時 間 ： ９時 ～12 時

こ まったことや、相談ごとがありました ら、

お気軽にご相談下 さい。秘密は絶対に守り ます。

〔相 餓 員 〕

６月 日 ( 金）武田　 勲・佐藤 八重子

７月５日（月）菊地 平助・谷津 智恵

７月15 日 (木）吉田　 稔・山内 聰子

こよみ



公
民
館
だ
よ
り

国 見 町 公 民 館

8 5 ｰ 2 6 7 6

F  A X

8 5 ｰ 2 7 0 7

く
に
み
女
性
教
室
が
開
講

去

る
五
月
十
二
日
、
四
十
五
名

の
学
級

生
か
出
席
し
て
く
に
み
女

性
教
室
の
開
講
式
を
行

い
ま
し

た
。

館
長
あ
い
さ
つ
の
あ
と
学
習
計

画
説
明
を
行
い
ま
し

た
。
今
年
度

は
、
日

主
体
的
な
学
習
態
度
を
身

に
つ
け
る
。
口

教
室
生
の
相
互
学

習

を
進
め
る
。
同
健
康

づ
く

り
を

積
極
的
に
行
う

。
を
努
力
目
標
に

年
間

十
四

回
の
学
習
会
を
開
き
ま

す
。
ほ
か
に
、
内
部
講
師
に
よ

る

グ
ル
ー
プ
活

動
か
三
コ

ー
ス
あ
り

ま
す
。
紙
粘
土
・
五
十
嵐
君
代
。

袋
も
の
・
佐
藤
ト
シ
ヱ
、
ジ

ャ
デ

ィ
ス
・
佐
藤

ノ
プ
子
の
Ξ
氏
を
先

生
に

。
お
互

い
に
教
え
合
う
こ
と

で
の
向
上
を

め
ぎ
し
て
行
き
ま
す
。

鬨
講
式
の
あ
と
第
一
回
目
の
学

習
会

に
入

り
、
前
福
鳥
市
社
会
教

育

指
導
貝
の
佐
藤
キ
イ
先
生
か
ら

「
こ
れ
か

ら
の
私
の
生
き
方
」
と

題
し
て

講
義
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

学
級
生

の
緊
張
を
ほ
ぐ
す
指
の
運

動

か
ら
始
ま
り
、
ユ

ー
モ
ア
を
ま

じ
え

な
が
ら
、
自
分
を
信
じ
て
、

自

分
な
り
の
生
き
方
を
見
つ
け
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
と

い
う
お
話

が
あ
り
ま
し

た
。
日
頃
無
意
識
に

見
過
ご
し
て

い
る
こ
と
を
再
確
認

し

、
一
年
間
の
学
習
意
欲
を
か
き

た
て

ら
れ
、
感
動

と
充
実
感
を
味

わ
い
ま
し
た
。

尚
、
役
員
は
次
の
方

々
で
す
。

委
員
長
　

五
十
嵐
君
代

副
委
員
長
　
玉

木
洋
子

会
計
　

太
田
栄
子

班
長
　

安
田
節
子
・
鈴
木
一
子

八
巻

き
み

子
・
斎
藤
美
知
子
・
関

本
蓉

子
・
松
浦
美
紀
子
（
敬
称
略
）

開講式後の講義

実
り
あ
っ
た

研

修

旅

行

加

藤
　

新

去
る
五
月
十
四
日
、
見
聞
を
広

め
、
学
級
生
相
互
の
親
睦

を
図

る

ね
ら

い
で
、
阿
津
賀
志

学
級
の
研

修
旅
行
か
尖
施
さ
れ
た
。

参
加
者
も
百
『

十
八
名
と
多
く
、

大
型
貸
切
り

パ
ス
三
台
に
分
乗
し
、

福
島
空
港
。
母
畑
温
泉

や
須
賀
川

方
面
の
名
勝
め
ぐ
り
を
し

、
多
大

な
効
果
を
あ
げ
、
参
加
者

一
同

に

深
い
感
動
と
思

い
出
が
残
さ
れ
た
。

出
発
は
午
前
八
時
二

十
分
で
あ

っ
た
か
、
集
合
時
刻
前
に
参
加
者

か
続
々
集
合
し
、
一
路

東
北
自
動

車
高
速
道
路
に
て
福
島

空
港
へ
と

向
か
っ
た
。

車
中
で
は
談
笑
雑
談
、
和
気
藹

々
と
楽
し
く
、
合
間
に
は
ガ
イ

ド

さ
ん
か
ら
の
親
切
な
応
接

と
。
名

所
古
跡
の
案
内

等
終
始
笑
顔
を
も

っ
て
、
接
し
ら
れ
て

い
た
こ
と
感

謝
し
た

い
。

午
前
十
時
頃
福
島
空
港
に
到
着

、

明
る
く
広
々
と
し
た
空
港
内
を
案

内
さ
れ
、
三
階
送
迎
、
見
学
者

デ

ッ
キ
に
行
っ

た
。

デ
ッ
キ
か
ら
見

渡
せ

ば
、
空
の
旅
へ
の
滑
走
路
か

延
々
と

延
び
て
お
り
。
さ
す
が
に

空
へ
の
玄
関
口
で

あ
る
、
待

つ
こ

と
約
三
十
分
．
小
中
学
生
や
、
多

数
の
見
学
者

が
一
斉

に
歓
声
を
あ

げ
た
と
思
っ
た
と
き
．
航
空
機

が

飛
来

、
轟
音

を
発
し

な
が
ら
着
陸

地
に
滑
走
．
指
定

地
に
静
か
に
停

止
し
た
．
久
し

ぶ
り
に
見

た
そ
の

雄
姿
に
深
く
感
動
し

た
．

ま
も
な
く

空
港
を
出
発
し
て
．

予
定
の
十
二
時
頃
母
畑
温
泉
の
ホ

テ

ル
ハ

幡
崖
玄
関
先

に
到
着
し
た
．

ホ
テ

ル
の
建
物
も
立
派
で
内

部

も
広
く

、
逸
品
の
置
物
等
か
要
所

に
あ
り
楽
し
ま
せ
て
く
れ
た
．
全

貝
は
案
内
さ
れ

た
大
広
間
に
て
用

意

さ
れ
た
昼
食
に
、
舌
っ
づ
み
に

て
馳
走

に
な

っ
た
．

食
後

は
そ
れ

ぞ
れ
に
休
憩
ま
た

は
．
雑
談
等
に
花
を
咲
か
せ
．
な

か

に
は
三
三
五
五
入
浴
す
る
人
た

ち
も
い
た
。
午
後
二
時
頃
再
び
乗

車
。
最
終
の
大
桑
原

つ
つ
匕
園
へ

向
か

っ
た
。

つ
つ
じ
園
で
は
説
明
の
後
、
各

自
思
い
思

い
に
見
学
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
さ
す

が
に
名
勝
地
で
あ

る
。
見
渡
せ

ば
新
緑
の
凸
凹
地
形

に
山
紫

水
明
、
余
り
の
美
し
さ
に

只

々
茫

然
と
す

る
の
み
、「
日
に
青

葉

山
ホ
ト
ト
ギ
ス

初

ガ
ツ
ォ
」

と
詠
ん
だ
人
か

い
る
か
、
正
に
園

内

に
は
つ
つ
じ

、
芍
薬
、
牡
丹
、

し

ゃ
く

な
げ
、
ふ
匕
、
あ
や
め
等

か
咲
き
競

い
。
日
か
覚
め
る
よ
う

な
美
し

さ
で
あ

っ
た
。

十
分
観
賞
し

た
後
。
予
定
ど
お

り
十
五
時
三
十
分
車
中
の
人
と
な

り
、
一
人
の
事
故
も
な
く
公
民
館

に
着
い
た
が
、
本
当
に
実
り
あ
っ

た
研
修

旅
行

だ
っ
た
と
早

つ
。

槽鳥空港での紀念撮彫

元
気
に

山
頂
を
目
指
す

～

町
民
栗
駒
山
登
山
～

登
山
に
よ
り
、
自
然
と
触

れ
あ

う
と
と
も
に
体
力
の
向
上
を
図

ろ

う
Ｌ
Ｌ

と
六
月
六
日
。
公
民
館
主

催
の
町
民
登
山
か
行
わ
れ
ま
し

た
。

く
も
り
空
の
中
、
参
加
者

三
十

人
は
公
民
館
前
を
午
前
七
時
に
元

気
よ
く
出
発
し
、
登
山
口
の
イ
ワ

カ
ガ
ミ
平
に
は
九
時
三
十
分
に
到



着
。
身
支
度
を
整
え
て
、
栗
駒
山

頂
（

て

六
二
八
ｍ

）
を
目
指
し

て
登
山
を
開
始
し

ま
し
た
。

途
中
。
登
山
道
脇
の
イ
ワ
カ

ガ

ミ
や
マ
イ
ヅ
ル
ソ
ウ
の
可
れ
ん
な

花

を
見
つ
け
て
は
歓
声
を
上

げ
、

一
歩
一
歩
頂

上
を

目
指
し
ま
し
た
。

約
一
時
間

半
で
参
加
者
全
貝
か
頂

上

に
立
ち

、
あ

い
に
く
の

ガ
ス
で

視
界
か
悪

い
中
、
記
念
撮
彫
を
し

た
り
、
お
に
ぎ
り
を
食

べ
た
り
し

て

疲
れ
を
吹
き
飛

ば
し
、
全
員
無

事
下
山
し
ま
し

た
。

山頂での紀念撮影

－ ご 利 用 く だ さ い ー

町 民 プ ー ル オ ー プ ン
卜期　 間

・昼間…７月３日～９月５Ｈ　・夜間…７月11日～８月22日

●利用時間

・第１回…9:30 ～11:30　 ・第２回…13:00 ～15: 00

・第３回…15 : 30～17:30　 ・第４回…18: 30～20: 30 （夜間）

●便 用 料
区　　 分 �昼 間 �夜　間 � 利　用 単 位

大　　 人 �150円 �250円 �

１人１回２時間以内
高 校 生 �100円 �150円

小・中学生 �30 円 �50 円

園 児 以 下 � 無　　 料

●注意事項

①小学生以下は、必ず保護者同伴とします。ただし、小学４年生以

上でZ5メート ル以上の泳力のある児童はこの限りでない。

②小・中学生が夜間利用する場合は、保護者同伴とします。

行　事　の　お　知　 ら　せ

月 �日 �曜 � 行　　　　　　　　　　　　 事 �月�日 �曜 � 行　　　　　　　　　　　　 事

６ �16�

水�・くにみ女性教室（紙粘土） �

７ �

５�月�
・阿津賀志学級（和紙工芸）

�18�金�・ バドミントン教室 ����・子ども移動図書館（人木戸小）

�19�土 �・ 少年仲間づくり教室（開講式） ��６�火 �・ 了-ども移動図書館（森江野小）

�21�月 �・阿津賀志学級（和紙工芸） �
�７�水 �

・阿津賀志学級（和紙工芸）

�22�火 �・子ども移動図き館（藤田小２年） ����・３Ｂ体操教室

�23�水 �

・くにみ女性教室（紙粘土） �

�８�木 �

・子ども移動図青館（大枝小）

���・阿津賀志学級（和紙工芸） ����・阿津賀志掌級（文化財めぐり）

���・３Ｂ体操教室 ����・バウンドテニス教室

���・子ども移動図書館（大木戸小） �
�９�金 �

・くにみ女性教室（簡胝にできる健康体操）

�24�木 �

・阿津賀志学級（七宝焼） ����・阿津賀志 学級（高齢者の健康管理）

���・子ども移動図書館（藤田小１年） ��10�土 �・ 少年仲間づくり教室

���・成人学級研修旅行（～日 ) ��12�月 �・ 子ども移動図番館（小坂小）

�25�金 �

・子育て救室 �

�13�火 �

・ 成人学級（日本語を考える）

���・成人学級、阿津賀志学級（インディアカ） ����・阿津賀志学級（書道）

���・バドミントン教室 ����・子ども移動凶書館（藤田小２年）

�3,0�水 �・ ３Ｂ体操教室 �
�14�水 �

・３Ｂ体操教室

７ �

１ �木 �・ バウンドテニス教室 ����・子ども移動図卉館（藤田小３年）

�２�金 �

・子育て教室 �

�15�木 �

・成人学級、阿津賀志学級（七宝焼）

���・成人学級、阿沖賀志学級（インデ４アカ） ����・子ども移動図ま館（藤田小１年）

���・バドミントン教室 ����・バウンドテニス教室

�４�日 �・県民スポーツ大会家庭バレーボール町予選会 �備　　 考



全
児
童
で
も
ち
つ
き

「
お

さ

な
ぶ

り
の

つ
ど

い

」

小
坂
小

学
校
（
渡
部
正
俊
校
長
）

で

は
、
田
植
え
か
ら
刈
の
入
れ
ま

で

の
一
連

の
体
験
を
通
じ
て
。
米

の
大
切

さ
と
勤
労
の
喜

び
を
学
ん

で

も
ら

お
う

と
稲
作

に
取
り
組
ん

で

い
ま
す
。

五
月
十
四
日
に
は
、

『
お
さ
な

ぶ
り
の
つ
ど
い
』
と
し
て
、
全
児

童
百
一
名
か
参
加
し
て
、
も
ち
つ

き
か
行
わ
れ
ま
し
た
。

も
ち
っ
き
は
、
校
舎
玄
関

。
昇

降
口
、
図

書
室

の
Ξ
ケ
所
に
分
か

れ
て
行
わ
れ
、
重

い
き
ね
を
手

に

し
た
児
童
た
ち
は
、
先
生

や
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
皆
さ
ん
に
手
伝

っ
て
も

ら
い

な
が
ら
、「
ペ
ッ
タ
ン
。
ベ
ッ
タ
ン
」

と
も
ち
を
つ
き
ま
し
た
。

児
童
た
ち
は
、
つ
き
あ
げ
た
も

ち
を

口
い
っ
ぱ
い
に
ほ
お
張

り
、

お

い
し
そ
う
に
食
べ
て
い
ま
し
た
。

飼
い
主
か
ら
放
た
れ

緑
の
草
原
へ

新
緑
が
ま
ぷ
し

い
五
月
十

七
口

町
営
牧
野
の
開
放
式
か
行
わ
れ
ま

し
た
。

開
牧
式
に
は
、
県
、
町
．

Ｊ
Ａ

関
係
者
。
国
見
牧

野
利
用
組
合
員

ら
約
四
十
名
が
出
席
し
ま
し

た
。

高
橘
友

義
国
見
牧

野
利
用
組
合

長
の
あ
い
さ
つ
に
続

い
て

、
来
賓

の
冨
永
武

夫
町
長

、
仲

野
周
一
町

議
会

議
長

、
鈴
木
允

七
伊
逮
農
業

改
良
普
及
所
艮
か
祝
辞
を
述

べ
。

閧
牧

を
祝
う

と
と
も
に
、
放
牧
さ

れ
た
牛
の
無
事
を
祈
り
ま
し
た
。

こ
の
日
放
牧
さ
れ
た
牛
は
Ｆ
十

頭
で
し
た

が
、
卜
月
中
頃
の
閉
牧

式
ま
で
に
は
、
開
牧
式
以
後
放
た

れ
る
牛
、
町
営
牧
野
で
生
ま
れ
る

子
牛
も
含
め
、
八
十
頭
前
後
に
な

る
そ
う
で
す
。

飼

い
主
の
手
か
ら
広
々
と
し

た

牧
野
に
放

た
れ
た
牛
は
、
元

気
い

っ
ぱ
い
に
緑
の
草
原
を
眺

び
回
っ

て
い
ま
し

た
。

大
き
く
口
を
あ
け
て

藤
田
幼
稚
園
で
歯
科
検
診

六
月
四

日
か
ら
六
月
十
日
ま
で

の
一
週
間

は
歯
の
衛
生
週
間
で
す
。

藤
田
幼
稚
園
（
畠
腹
順

一
園
長
）

で

は
。
衛

生
週
間
に
先
だ
ち
、
五

月

二
十

一
日
に
歯
科
検
診
を
行
い

ま
し

た
。

歯
科
検
診
は
、
毎
年
定
期
的
に

行
わ
れ
て

お
り
、
園
児
全
員
（
八

十
八
名
）

が
検
診
を
う
け
ま
し
た
。

検
診

は
ち

ゅ
う
り

っ
ぷ
組
か
ら

開
始

さ
れ
、
園
児

た
ち
は
。
大
き

く

口
を

開
け
て
診
て
も
ら
い
ま
し

た
。虫

歯

が
一
本
も
な

い
園
児
は
、

歯
科
医
師
か
ら
、
お
ほ
め
の
こ
と

ぱ
を
か
け
て
も
ら

い
、
う
れ
し
そ

う

に
し
て

い
ま
し

た
。

深
山
神
社
の
大
藤
満
開

鳥
取
に
あ
る
深
山
神
社
の
境
内

に
足
を
踏
み
入
れ
る
と
藤
の
花

の

廿

い
香
り
か
立
ち
こ
め
て
い
ま
す

。

太
陽
の
光
を
浴
び
た
大
榧
は
巨

大
な
生
き
物
の
よ
う
に
枝
を
張

り

出
し
。
そ
の
回
り
全
体
に
大
藤
か

は

び
こ
っ
て
い
ま
す
。

五
月
中
旬
か
ら
五
月
末
に
か
け

て
、
今
年
も
大
藤
は
枝
を
し

お
ら

せ
簿
紫
色
の
花
房
を
つ
け
ま
し

た
。

さ
わ
や
か
な
風
に
そ
よ
そ
よ
と

吹
き
ゆ
れ
る
藤

の
花

は
、
新
緑
に

彩
り
を
添
え
ま
し
た
。

編
集
日
記

○
不
慣

れ
で
読
み
に
く

い
点
か
あ

る
か
と
思

い
ま
す

が
、

ご
愛
読
願

い
ま
す
。

〇
地
城
の

め
ず
ら
し

い
話
題
、
ボ

ラ

ン
テ

ノ
ー
ア
で
奉
仕
さ
れ
て
い
る

方
な

ど
、
ご
存
知
で
し
た
ら
お
知

ら
せ
く

だ
さ

い
。

又
、
広
報
に
対
す
る

ご
意
見

、

ご
要
望
か
あ
り
ま
し
た
ら
遠
慮
な

く

お
寄
せ
く
だ
さ
い
・

（

Ｓ

）

発
行

４
集

岡
見
町
総
務
課

福
島
県
伊
達
郡
国
兄
町
大
字
葆
田
字
一
丁
田
一
．２
の
Ｉ

一

九
六
九
一

一
七
　

酋
（
○
二
四
五
）
八
五
一
二
一
二

（
代
表
）

みんな力を合わせてもちつき

緑の葦原を走り回る牛たち

「 大 きく囗をあtj て ……」

みごとな花房をつけた大籐

わ
だ

い
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